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１． はじめに 

3次元点群データ利用に関する研究は，各分野で活発

におこなわれている．筆者らのグループも，MMSデ

ータを用いた視距改良1)や，立面点群を位置情報によ

り道路と周辺の構造物の属性分析2)を試みるなど，点

群データの利活用法を提案してきた．点群データの運

用を図るためには，設計，施工，維持管理の各フェー

ズでの使用性を向上させる必要がある．本研究では，

道路空間の高精度な立面情報を取得可能な固定式レー

ザから取得した点群データへ，立面的に存在する構造

物の点群データの抽出や画像置換を施し，点群データ

の使用性の向上を試みる． 

２．点群データの概要と課題 

（1）データ概要 

点群データは，航空レーザ測量，MMS，固定式レー

ザ測量などによって取得される高精度な3次元空間情

報である．表-1 に示すように，点ごとに3次元位置情

報(x，y，z)や色彩情報(R，G，B)などを保持している．

点群データの色情報は，計測時に撮影されたデジタル

画像とレーザ計測によって取得される位置情報を同期

させることで得られる．計測データをビューアに取り

込むことで，図-1のような 3 次元空間を見ることが

できる．点群により構成された空間内で物体を認識で

きるのは人間が経験をもとに点群と実空間の対応づけ

を行う事で，路面や電柱などであると判断しているた

めである． 

表-１ 数値情報 

 

 

 

 

 

 

図-1 3次元点群データ 

（2）計測データの課題 

3次元計測機器を用いることで現況の3次元点群デー

タを容易に取得できるようになった．しかし，データ

量が膨大であり，加工に労力がかかる．また， 図-2 a)

のように比較的遠い場所から点群データを見ると地物

と認識することができるが，図-2b)のように点群デー

タに近付くと地物を認識しにくい．このように，近距

離からの見えを確認できないということも課題として

挙げられる．以上で述べたような課題があるため点群

データは取得後の使用性が低く，現況の可視化や2次元

の図面作成への利用にとどまっている． 

    

a)認識可能       b)認識不可 

図-2 地物の認識 

３．点群データの面的処理 

立面点群を数値情報として分析，抽出し，点群デー

タから作成した画像と置換することで，データ量の削

減および利活用の幅を拡げることが可能となる． 

 

 



（1）立面点群の抽出 

道路空間を各空間に存在する物体の特徴から図-3

に示すように分割，抽出する．抽出した点群データか

ら最小二乗法を用い算出した直線を図-4a)に示す．直

線の傾きから x 軸，y軸に対する点データの傾き角度

αを求める．この αを α=0となるように点群全体を回

転させた図を図-4b)に示す．構造物は地面に対して垂

直であるため z軸に対しての傾きは小さいと考えられ

る．xy平面に垂直な平面の方程式から，周辺空間にお

ける立面点群の抽出をおこなう．この際，地物の経年

変化による多少の傾きを想定して平面の方程式の算出

を行なった．結果を図-5に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 道路空間の分割 

  

a)回転前         b)回転後 

図-4直線算出 

 

a)抽出前 

   

b)抽出後 

図-5 立面点群の抽出 

（2）抽出データを用いた画像取得，置換 

抽出した点群データから地物と認識できる範囲で画

像を取得後加工し，点群データとの置換をおこなう． 

４．都市部の計測データへの適用 

(1)街並み 

現況と同じ街並みを再現でき，また点群データ取得

時以降に建設された建物も，撮影した写真を置換する

ことで再現することが可能である． 

(2)四角周辺の交差点検討 

 先行研究では，道路線形の確認をする際に，図-7a)

で示すように3D-CADで作成した3次元モデルを用い

て走行軌跡の確認をした 3)．本論文で提案した手法を

用いて，点群データに面的処理を施すことで，図-7ｂ)

で示すように同様の検討をおこなうことが可能である． 

    

a)3D-CAD         b)面的処理後 

図-7 走行軌跡の確認 

 (3)データ量の変化 

CADにおけるデータ量はデータの個数に比例する． 

膨大な点データと 1枚の写真を置換することでデータ

量は大幅に減少する．本研究では周辺空間における地

物 1つを対象とし面的処理をおこなった．その結果

475KBから4.9KBへデータ量を削減することができた． 

5．おわりに 

本論文では，点群データが保持している3次元位置情

報をもとに数値解析や画像処理による面的処理をおこ

なった．面的処理の手法は，発表時に詳述する． 
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